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 昨年１２月議会で、新開昌彦県議は、公明党・新風

の代表質問で、公共工事の適正化のために質問を起案

しました。 
 
 
 
質問 
 公共工事の適正化法が国会を通過した。下請け業者

の適正な利益確保のために福岡県でも早急にペーパ

ーカンパニー（不良不適格業者）の調査をすべきだ。 
結果 
 福岡県の公共工事は、工事価格等の事前公表を実施

する。下請けの適正な利益配分を阻害していたペーパ

ーカンパニーは、準備が出来しだい４月前にも調査を

開始することになりました。 

県立総合射撃場のその後  
 9 月議会で新開県議は、県立総合射撃場で鉛弾が、場
内の「農業用ため池」とその周辺で大量に蓄積してい

ることを独自調査で証明。知事、教育長を質しました。 
 新開県議の住民の健康、環境を守る観点からの鋭い

追及があり、12 月 20 日定例県議会において、全会一
致で下記の予算がつきました。 

 
 鉛弾を含んだ土壌の回収・処理等の経費として  
環境改善対策費 4 億 7 千 6 百万円余 

①ため池、調整池の浚渫。 
②ため池のコンクリート舗装。 
③場内の土壌、鉛弾の回収・処理。 

以上の予算がつきました。 
次号でも引き続き進捗状況をご報告いたします。 

２１世紀の色は？ 
 アンケート調査で、２０
世紀の色は灰色。２１世紀
の色は白とありました。 
 私は、２１世紀という白
いキャンバスが、平和と希
望の色で一杯になるよう
働く決意です。 
今年も頑張ります！ 

本会議場で教育問題を質す新開県議 
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 新開 昌彦県議は、平成 11 年６月 14 日地域
の皆さんから公園が老朽化し使いにくい。との

声を聞き、早速、早良区役所に要望しました。 
 同年６月 20 日、公園の現地調査がありまし
たが、公園の傷みが激しく、区役所の予算では、

間に合わず、７月に本庁の予算に組み入れ、新

しく公園が生まれ変わることになりました。 
 工事は、本年１月中旬から始められ７月末に

完成の予定です。 
 皆さんの声が生かされたバリアフリーの使

いやすい公園になる予定です。 

 平成１３年度から小学校では、３年・４年の国語、算数、理科。中学校では、英語、数学、
理科等格差が付きやすい教科については、学級４０人を２０人にして、学習するようになりま
す。一気に全校実施とはいきませんが、順次実施されていきます。 

 新開県議は、実兄の体験を通し、障害児が普通学級で学ぶことの大切さを主張。全体のため
に個人が犠牲になっていた教育から、一人のために全体で何ができるかを考えていく教育に発
想の転換をすべき。障害児を受け入れることが、そのきっかけになると主張。 

 障害児には、０才から学校卒業後まで、医療、教育、福祉、労働のサポートが必要。福岡県
は、遅れている。少なくとも今行っている４圏域でのサポートを全県下で実施すべきと主張。
知事は、早急に１４圏域・全県下で実施すると答弁。 

 二丈町の柴戸ユイ子町議と連携し、県教育長に対して質問。遠距離通学児童には、憲法に照ら
しても助成することが当然。今年７月から自治体の実績に対して国が助成する制度へと変わった
が、助成が実施されていない自治体に対して県教育委員会が指導する事になりました。 


